職種：表面処理　　職務：表面処理

【概要】

　外観や耐食性の向上等を目的としてねじの表面を薄い金属の被膜で覆う仕事。

【仕事の内容】

　表面処理（めっき）の目的や種類によって詳細は異なるが、基本的な作業内容は、素材の脱脂・酸浸漬・水洗等の処理を行ったうえでめっき液に浸してめっき皮膜を形成し、乾燥させて仕上げるというものである。めっきの種類・目的によっては、ベーキング処理（脱水素処理）等が行われる場合もある。めっき後の加工品は検査部門に搬送され、めっき処理に問題がないか検査が行われる。最近では、自動化が進んできており、自動めっき装置による操作・調整作業へ変りつつある。

なお、ねじ製造業の中には、表面処理の仕事は外注する場合も少なくない。この場合には、外注先が行った仕上がり品の品質確認等の仕事が中心となる。
【求められる経験・能力】

（1） 学卒（新卒）採用により入職するケース、経験者（中途）採用により入職するケースなど、様々である。

（2） 関連資格として、たとえば、技能検定（めっき）の資格（特級、１級、２級、３級）等があり、こうした資格を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することもある。

（3） 表面処理の仕事は、高温多湿の作業環境の中で立ち作業が多く、また有機溶剤や塩酸などの有毒劇物を使用することから、安全面の作業知識及び体力と忍耐力が必要とされる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定（特級～３級）：めっき（電気めっき作業）〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

· 特定化学物質等作業主任者、有機溶剤作業主任者〔以上、都道府県労働基準協会連合会〕、公害防止管理者〔社団法人産業環境管理協会〕、毒物劇物取扱責任者〔都道府県〕、などの労働安全衛生面に係る資格

・玉掛け技能者（都道府県労働局等）

・フォークリフト運転者（都道府県労働局等）

　など

【厚生労働省編職業分類（小分類）との対応】

５３４　　めっき工、金属研磨工　など


